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インターバンクの声 （2016 年 4 月 6 日） 
 

たかが数銭、されど数銭だが、ドル円が遂に１１０円を割り込んで 1 年 5 ヶ

月ぶりに１０９円台を付けた。テクニカル面を重視するディーラーはもとよ

り、心理的な側面を気にするディーラーにとっても重要指標発表時と同じく

らいイベント性のあるポイントを通過してしまった。中国経済の減速懸念や

原油価格の下落、さらに米国の利上げペースが鈍化する見通しなど、被害妄

想かもしれないが、市場からの材料のどこを取っても円買いに働いているよ

うにも感じる。細かいところはチャートに詳しい同僚に確認しなければなら

ないが、１０９円から１０７円にかけては一旦ドル買いの動きが出てもおか

しくない水準だ。ただ、ここを下抜けてしまうと次の目標水準はどう見ても

１０５円から１０２円のゾーンになってしまう。昨夜、１１０円を割る前の

タイミングで伝わった米メディアでの安倍首相のコメントにどのような意図

があるのか想定できないが、字面通りに受け止めてしまえば、もう少し円高

が進んでも仕方がないということなのだろうか。２％の物価安定目標を達成

するためにはどう考えても円安が有効なはずだが、何か安倍首相は円高を阻

止できるような秘策でもあるのだろうか。 
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